
本カタログ内測定値は試験・実験施設内でのデータです。施工現場での実測値はこのデータより変動する場合があります。

作業性に優れたバランスの良い基礎用天端仕上材

高い流動性を保ちながら、材料の分離を抑えるといった
相反する性質を両立しました。

レベリング性と流動性のバランスが良く、施工が素早く
行えます。

水量の調節可能範囲を広く設定しているため、施工時の
わずらわしい水量調節時間が軽減されます。

流動性

分離抵抗性

扱いやすい水量

標 準 仕 様

試験項目

フロー値

凝結時間
終結

圧縮強度  ２８日

曲げ強度  ２８日

下地接着強度  ２８日

試験結果

物　　　性

２４５ mm

６.６

２６.６

２.２

基礎用天端仕上材

天端レベラー

特殊添加剤配合により、材料を継ぎ足した場合も表面が
平滑で美しい仕上がりになります。

美しい表面

住宅基礎コンクリート天端

紙袋２５ kg

１０～１５ mm

適用箇所

適用下地

荷　　姿

標準塗厚

標　　準
施工長さ

清水 約 ７ ℓ

基礎コンクリート

標準水量

約 １６ m （幅１０ cm）

約 １１ m （幅１５ cm）

約   ９ m （幅１０ cm）

約 ７ m （幅１５ cm）

１０ mm 厚

１５ mm 厚

始発 ５時間３０分

１０時間３０分

F☆☆☆☆ 適合商品
登録番号 1209011



■ 本製品の仕様は予告無く変更する場合があります。
　 記載内容は施工保証するものではありません。

練り混ぜ

流し込み

養　　生

● 気温 5℃以下の施工は避けて下さい。
● 本品と他の材料との混合は避けて下さい。
● 基礎コンクリート打設後、本製品の施工厚が 5mm以下にならない様に金コテ等を用いて表面を
　 平滑にして下さい。
● ブリージング水 ( 浮き水 ) が適当に引いた時点が施工のタイミングです。
● 硬化した基礎コンクリート面への施工や、付着力を上げたい場合は、トーヨーモルタル接着増強
　 剤をプライマーとして塗布することをお勧めします。

１. 練り混ぜ容器に 約７ℓ/１袋の清水を入れて下さい。
　 （水量は季節に応じて調整して下さい。）
２. 電動式ハンドミキサで撹拌しながらトーヨー天端レベラーを徐々に投入して
　  下さい。全材料投入後、約３分間材料が均一になるように練り混ぜて下さい。
　  練り混ぜ不足は材料分離等の原因になりますので注意して下さい。

３. 練り上がった材料を所定の高さまで数箇所から流し込んで下さい。
４. 流し込みは、練り混ぜ終了後１０分程度の間に素早く行って下さい。
　  一度に２袋以上練り混ぜを行った場合は、練り混ぜ後 5分間毎を目安に 1分
　  間程度再撹拌を行い施工して下さい。 

１. 施工後は、直射日光、通風による急激な乾燥、材料表面の波打ち、冬季の硬
　  化不良を防ぐために養生シート等で施工面を覆って下さい。
２. 脱型までの初期養生は平温時では２日間以上、寒冷地で３日間以上行って
　  下さい。

施 工 上 の 注 意

使　用　方　法
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